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標識脂肪酸を用いた PV（心臓脂肪酸代謝機能改善予測薬）の薬効評価
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【目的】演者らは 今まで標識脂肪酸（[I-131]9MPA）および[I-125]MIBG を用い, 
種々の心機能改善薬投与による心機能改善効果を、標識薬剤の心臓集積性-心重量
との関連性を検討することにより, 心臓における 脂肪酸代謝機能改善度や心臓
交感神経機能改善度を検討してきた。今回 心機能改善薬の中でも, 脂肪酸代謝機
能の改善作用が強く示唆され 且つ 当研究室で有用性が見出された薬剤 PVに着目
し、その心機能改善機序に関して検討したので報告する。 
【方法】使用した標識薬剤は[I-131]9MPA、[I-125]MIBG の 2 種, また 使用動物は
正常ラット群、心不全ラット群、心不全＋PV 投与ラット群の 3群である。[I-131] 
9MPA を用いた実験では, 心臓における集積性実験および代謝物実験を行い、
[I-125]MIBG を用いた実験では, 集積性実験を行なった。また 薬効評価は以下の
操作により行った。-- (1) 正常群および心不全群における心重量(X 軸)-心臓集積
性(Y 軸) のグラフを作成し, X 軸,Y 軸 各々について各群の平均点を算出する。 
(2) (1)のグラフに PV 投与群の結果を加え, (1)と同様 平均点を算出する。 (3) PV
投与群の平均点が心不全群の平均点から移動する程度により薬剤効果を評価する。 
【結果および考察】[I-125]MIBG を用いた実験では、PV には 中程度の交感神経機
能改善効果を有することが示唆された。（本年会で報告）一方 [I-131] 9MPA を用
いた心臓集積性実験では、PV 投与群では 心重量の大きな縮小と心臓集積性の大き
な増加が見られたことから、PV は “脂肪酸代謝機能を大きく改善する薬剤”であ
ることが示唆された。また 心臓代謝物実験において, PV 投与により心臓における
貯蔵型代謝物量が増加する という結果が得られ、この結果からも PV の ”脂肪酸
代謝機能改善効果”が強く支持された。 
 


